
ひらつか議会だより

一般会計・特別会計決算
○総務費　シティプロモーション
推進事業

　ＪＲ品川駅などで行ってきた
シティプロモーションの効果を伺
う。

　駅のデジタルサイネージや電
車内の窓上広告でのＰＲを通し
て、本市の定住促進ウェブサイト
への誘導を行っており、ウェブサ
イトのクリック数が令和３年度は
９万２千件だったのに対し、令和
４年度は11万件を獲得している。
人口の社会増減についても、本市
はこの数年社会増となっており、
効果があったと考えている。
○総務費　防犯設備整備事業

　防犯街路灯の設置基準が、令
和４年度に40メートル間隔から25
メートル間隔に変更されたが、新
基準での設置数を伺う。

　57か所に設置した。
○民生費　生活困窮者自立支援事
業

　くらしサポート相談窓口の相

談件数が令和３年度は９５１９件
だったが、令和４年度は５２９７
件と大幅に減少している。このこ
とについて、どのような分析をし
たのか伺う。

　貸付けの相談や生活就労相
談、住居確保給付金の相談件数が
減っている。貸付けは、貸付けの
期間、住居確保給付金は、支給期
間があるため、令和２年度と３年
度にそれらを受けた多くの人が、
４年度にその期間を終了してお
り、このことが相談件数の減少に
つながったと考えている。
○民生費　障がい者在宅福祉サー
ビス事業

　在宅障がい児と在宅障がい者
の人数とそれぞれのホームヘルプ
や、日中一時支援の利用実績を
伺う。

　令和４年度の人数だが、身体
障がい者の手帳取得者が８４５３
人、療育手帳が２３５６人、精神
障害者保健福祉手帳の取得者が２
８０９人である。また、ホームヘ

ルプの利用者数は、障がい者は２
９３人、障がい児は９人、合計で
３０２人である。日中一時支援
は、障がい者１３０人、障がい児
39人、合計で１６９人だった。
○農林水産業費　森林環境譲与税
基金積立事業

　森林環境譲与税の支給額と使
途を伺う。

　森林環境譲与税の支給額は２
９９８万６千円だった。使途は、
保育園や幼稚園、特別支援学級な
どの木製玩具や家具、図書館の机
や椅子、返却ポスト、子どもの家
の木製ドアなど、計９１５万円に
活用し、残金の約２千万円を基金
に積み立てた。
○商工費　中小企業経営支援事業

　脱炭素設備投資促進補助金の
具体的な内容を伺う。

　令和４年度は太陽光設備を４
件、生産機械に対して２件の計 
６件、計１２７１万７千円を補助
した。
○消防費　消防分団運営事業

　活動服の更新について、伺
う。

　令和４年度は新規格の活動服
を購入し支給した。令和４年度か
ら３年計画で、年１２０着ずつを
整備する予定である。

○教育費　ＧＩＧＡスクール構想
推進事業

　令和４年度のタブレット端末
の修理台数と修理費用を伺う。

　修理台数は１５６台、修理費
用は１８８万８９１２円だった。
病院事業決算

　令和４年４月から、未収金残
高縮減を目指して未収金回収業務
を弁護士法人に委託しているが、
令和４年度の未収金の回収件数と
状況を伺う。

　令和４年度末時点で、委託し
た未収金額は５８７７万９１４１
円となっている。また、主債務者
数は４５６人である。
下水道事業決算

　流動比率が前年度と比較して
17. ８ポイント上昇しているが、
その要因を伺う。

　主な要因としては、現金預金
の増加と企業債残高の減少などに
よるものと考えている。令和４年
度末時点において、前年度末と比
較して現金預金の残高が約２億５
千万円増加した一方で、企業債償
還金は約２億５千万円減少したこ
となどにより、短期的な債務に対
する支払い能力が高まった結果、
流動比率の改善につながったと考
えている。
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　９月定例会で継続審査となっていた、令和４年度決算の認定に
関する議案について、９月26日から27日にかけて開催した決算特
別委員会で審査し、付託した４案件は全て認定すべきもの、可決
すべきものと決定しました。主な質疑を紹介します。

決算特別委員会の審査概要

　議会には、議員の調査研究のた
め、図書室の設置が法律により義務
付けられています。
　本市議会では、開かれた議会とす
るため、平塚市庁舎本館８階の議場
前の開放したスペースに議会図書室
を設け、市民・議会・行政が共同で
利用できる環境をつくりました。

議会図書室のご案内


